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千
葉
県
は
全
国
有
数
の
畜
産
県
だ
。

家
畜
飼
養
頭
羽
数
の
全
国
順
位
は
、

乳
用
牛
が
6
位
、
肉
用
牛
が
19
位
、

豚
が
5
位
、
採
卵
鶏（
成
鶏
メ
ス
羽

数
）
が
2
位
で
あ
る（
農
林
水
産
省

「
畜
産
統
計
調
査
」2
0
2
1
年
）。
そ

れ
ぞ
れ
の
飼
養
農
家
の
戸
数
は
年
々

減
少
し
て
い
る
が
、
1
戸
当
た
り
の

頭
羽
数
は
増
え
て
い
る
。
そ
の
主
な

理
由
は
、
小
規
模
畜
産
農
家
の
廃
業

が
進
み
、
大
規
模
畜
産
農
家
へ
の
集

約
や
経
営
の
大
規
模
化
が
起
こ
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
型
化
す
る
農
場
に
は
、
新
た
な

大
型
畜
舎
の
建
設
が
必
要
に
な
る
。

牛
や
豚
や
鶏
を
健
康
に
育
て
る
た
め

の
建
物
と
、
そ
の
排
泄
物
を
適
切
に

処
理
す
る
施
設
・
設
備
が
整
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
香
取
市
に
本

社
を
構
え
る
ア
イ
ケ
イ
商
事
㈱
は
、

そ
う
し
た
特
殊
な
分
野
の
建
設
ノ
ウ

ハ
ウ
を
、
30
年
以
上
に
わ
た
る
畜
産

関
連
事
業
を
通
じ
て
蓄
積
し
て
き
た
。

　

同
社
の
母
体
と
な
っ
た
の
は
、
現

在
は
会
長
職
に
あ
る
小
林
勇
氏
が

1
9
8
1（
昭
和
56
）年
に
始
め
た
養

豚
業
で
あ
る
。
着
実
に
頭
数
を
増
や

し
な
が
ら
、
畜
舎
の
建
設
、
畜
産
設

備
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
飼
料
運

搬
な
ど
、
畜
産
に
関
わ
る
業
務
を
幅

広
く
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

8
年
後
の
1
9
8
9（
平
成
元
）年

に
畜
産
機
材
及
び
飼
料
販
売
業
務
を

分
離
し
て
同
社
を
設
立
。
以
降
、
一

般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
、
一
般
建

設
業
、
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
、

特
定
建
設
業
な
ど
各
種
の
許
認
可
を

取
得
し
、「
畜
産
の
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
掲
げ
る
ま
で
に
業

容
を
拡
大
し
た
。

　

2
0
1
6（
平
成
28
）年
に
小
林
会

長
か
ら
経
営
を
託
さ
れ
、
2
代
目
社

長
に
就
任
し
た
坂
本
真
吾
代
表
取
締

役
社
長
は
、「
畜
産
農
家
に
と
っ
て
、

牛
や
豚
を
育
て
る
た
め
の
畜
舎
に
は
、

強
い
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
牛
が
餌
を
食
べ
る
時
の
、
牛
の
首

の
高
さ
に
合
わ
せ
た
餌
箱
の
位
置
に

も
こ
だ
わ
る
。
畜
舎
は
1
棟
1
棟
が

全
て
異
な
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
す
。

だ
か
ら
長
年
の
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
が
強

み
に
な
り
、
大
手
建
設
会
社
も
参
入

し
に
く
い
の
で
す
」と
語
る
。
同
社
が

近
年
手
が
け
た
豚
舎
は
、全
長
1
0
0

ｍ
に
及
び
、
建
設
費
用
も
億
単
位
に

上
る
。

　

こ
う
し
た
畜
舎
や
堆
肥
舎
な
ど
の

建
設
は
、
事
業
の
二
本
柱
の
一
つ
。
も

う
一
つ
は
、
家
畜
排
泄
物
を
処
理
す

る
た
め
の
、
機
械
装
置
の
開
発
・
販

売
で
あ
る
。
畜
産
農
家
か
ら
環
境
破

壊
や
悪
臭
の
問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
、

国
は
設
備
の
導
入
を
促
す
補
助
金
や

税
制
上
の
優
遇
措
置
で
後
押
し
し
て

い
る
。
2
0
2
2（
令
和
4
）年
7
月

に
施
行
さ
れ
た
ば
か
り
の「
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
」
は
、
農
林
漁

業
に
由
来
す
る
環
境
負
荷
の
低
減
を

図
る
事
業
活
動
計
画
へ
の
認
定
制
度

を
設
け
た
も
の
だ
。
同
年
11
月
、
農

水
省
は
こ
の
法
に
基
づ
き
、
全
国
で

6
事
業
者
の
基
盤
実
施
計
画
を
認
定

し
た
。
ア
イ
ケ
イ
商
事
は
そ
の
う
ち

の
1
社
と
な
り
、
高
品
質
な
堆
肥
の

生
産
に
必
要
な
堆
肥
製
造
機
械（
固

液
分
離
機
及
び
自
動
堆
肥
攪
拌
機
）

が
、
投
資
促
進
税
制
の
対
象
機
械
と

し
て
認
め
ら
れ
た
。

「
今
、
化
学
肥
料
が
外
国
か
ら
入
り

に
く
く
な
っ
た
事
情
も
あ
り
、
代
わ

り
に
堆
肥
を
使
っ
て
も
ら
お
う
と
い

う
動
き
が
進
ん
で
い
ま
す
。
耕
種
農

家
さ
ん
に
堆
肥
で
草
花
や
作
物
を
育

て
て
も
ら
い
、そ
れ
を
ま
た
牛
や
豚
が

食
べ
る
。
そ
れ
も
、一
つ
の
循
環
型
社

会
の
形
で
す
」と
坂
本
社
長
。
畜
産
農

家
に
と
っ
て
、
排
泄
物
の
始
末
や
近

隣
へ
の
に
お
い
対
策
は
、
避
け
て
は

通
れ
な
い
悩
み
の
種
で
あ
る
。「
そ
う

し
た
問
題
を
常
に
意
識
し
て
い
た
会

長
が
、
対
策
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
機

械
や
仕
組
み
を
考
え
出
し
た
の
で
す
」

　

そ
の
代
表
格
と
言
え
る
の
が
、
固

液
分
離
機
と
自
動
堆
肥
攪
拌
機
だ
。

固
液
分
離
機
は
、
牛
や
豚
の
排
泄
物

を
液
体
部
分
と
固
体
部
分
に
分
け
る
、

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
型
の
機
械
。
分
け

ら
れ
た
固
形
分
の
ほ
う
は
堆
肥
に
し
、

液
の
部
分
は
浄
化
槽
で
処
理
を
す
る
。

小
林
会
長
は
こ
の
固
液
分
離
機
で
特

許
を
取
得
。
時
間
当
た
り
の
処
理
量

が
格
段
に
大
き
く
、
他
の
追
随
を
許

さ
な
い
と
い
う
。

　

自
動
堆
肥
撹
拌
機
は
、
固
形
分
に

お
が
粉こ

な
ど
の
副
資
材
を
加
え
て
か

き
混
ぜ
、
良
質
な
堆
肥
を
作
る
機
械
。

堆
肥
は
発
酵
す
る
際
に
60
度
か
ら
80

度
程
度
の
熱
を
発
し
、
水
分
と
共
に

に
お
い
も
飛
ん
で
、扱
い
や
す
い
粒
状

の
肥
料
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
機
械
の
製
造
は
、
自
社

保
有
の
鉄
工
所
で
行
う
た
め
、
開
発

か
ら
製
造
、
販
売
ま
で
の
一
貫
体
制

が
確
立
さ
れ
て
い
る
。「
農
水
省
の
事

業
計
画
認
定
を
機
に
、
全
国
の
畜
産

農
家
へ
ア
イ
ケ
イ
の
機
械
が
行
き
渡

る
よ
う
に
し
た
い
。
建
設
事
業
は
関

東
一
円
が
中
心
に
な
り
ま
す
が
、
機

械
は
全
国
ど
こ
へ
で
も
届
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」

　

同
社
が
進
め
る
こ
の
畜
産
廃
棄
物

の
有
効
利
用
と
、
環
境
改
善
の
た
め

の
機
械
設
備
の
開
発
・
提
供
は
、
循

環
型
社
会
の
形
成
と
畜
産
業
の
未
来

に
、
独
自
の
立
ち
位
置
か
ら
大
き
く

貢
献
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

「
こ
こ
数
年
、
S
D
G
s
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

が
当
た
り
前
に
行
っ
て
き
た
、
糞
尿

の
堆
肥
化
や
排
水
の
浄
化
と
い
っ
た

事
業
が
、
地
道
に
何
年
間
も
環
境
負

荷
の
低
減
を
支
え
て
き
た
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
感
じ
ま
す
」

　

地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
坂
本
社
長

は
、
長
年
勤
め
た
銀
行
を
定
年
前
に

退
職
し
、
畜
産
の
世
界
に
飛
び
込
ん

だ
異
色
の
経
歴
の
持
ち
主
だ
。
牛
や

豚
の
飼
養
か
ら
、
畜
舎
建
設
、
機
械

設
備
ま
で
、
知
識
も
経
験
も
な
い
ま

ま
1
か
ら
学
び
、
義
父
で
あ
る
小
林

会
長
の
姿
を
間
近
に
見
な
が
ら
仕
事

を
覚
え
て
い
っ
た
。
中
小
企
業
の
経

営
の
厳
し
さ
は
、
銀
行
員
時
代
に
何

度
も
見
聞
き
し
て
い
た
が
、
幸
い
な

こ
と
に
同
社
は
順
調
な
推
移
を
続
け

て
い
た
。

「
畜
産
農
家
は
意
外
と
狭
い
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
、
隣
で
畜
舎
を
建
て
る
と
、
う

ち
も
、
う
ち
も
と
紹
介
が
続
い
て
い

く
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

飼
料
会
社
の
人
が
農
家
を
回
っ
た
先

で
、
設
備
増
築
の
相
談
な
ど
を
受
け

た
時
に
、
当
社
に
つ
な
い
で
く
だ
さ

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
や
っ

て
オ
ー
ダ
ー
が
途
切
れ
な
く
入
っ
て

く
る
と
い
う
の
は
、
本
当
に
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
」

　

も
ち
ろ
ん
安
定
し
た
受
注
の
背
景

に
は
、
顧
客
の
信
頼
を
得
る
だ
け
の

姿
勢
が
あ
る
。
小
林
会
長
は
常
「々
困

っ
た
時
の
ア
イ
ケ
イ
商
事
」と
口
に
し

た
。
例
え
ば
台
風
の
翌
日
、
農
家
か

ら
屋
根
が
飛
ん
だ
、
壁
が
は
が
れ
た

と
い
う
電
話
が
掛
か
っ
て
く
れ
ば
、

全
員
総
出
で
対
応
に
当
た
る
。
東
北

の
養
豚
場
で
大
き
な
火
災
が
あ
っ
た

時
は
、
千
葉
か
ら
大
勢
で
出
向
い
て
、

焼
け
跡
の
豚
の
処
理
を
し
た
と
い
う
。

「
誰
か
が
何
か
困
っ
た
時
に
は
、
手

を
貸
し
て
あ
げ
よ
う
と
日
頃
か
ら
み

ん
な
に
言
っ
て
い
ま
す
」。
そ
れ
は
会

長
か
ら
受
け
継
い
だ
、
変
わ
る
こ
と

の
な
い
経
営
理
念
と
言
え
る
か
も
し

れ
な
い
。

ア
イ
ケ
イ
商
事
株
式
会
社

設　
　

立	

1
9
8
9
（
平
成
元
）
年

代
表
者	

坂
本
真
吾

所
在
地	

香
取
市
虫
幡
9
4
2

資
本
金	

3
0
0
0
万
円

従
業
員
数	

28
人

事
業
内
容	

畜
舎
・
堆
肥
舎
の
建
設
、
固

液
分
離
機
の
製
作
・
販
売
、

攪
拌
機
の
販
売
等

（
千
葉
銀
行
取
引
店　

小
見
川
支
店
）

会
社
概
要

　
千
葉
県
は
、酪
農
、養
豚
、養
鶏
と
い
っ
た
畜
産
業
が
盛
ん
だ
。
近
年
は
近
代
化
・

大
型
化
が
進
む
中
、
畜
産
農
家
を
建
物
や
機
械
・
設
備
、
物
流
な
ど
多
方
面
か
ら

支
え
て
い
る
の
が
ア
イ
ケ
イ
商
事
㈱
だ
。
現
在
は
畜
舎
建
設
と
堆
肥
製
造
機
械
を

事
業
の
両
輪
に
、
畜
産
廃
棄
物
の
有
効
利
用
と
環
境
改
善
に
取
り
組
み
、
循
環
型

社
会
形
成
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

ス
タ
ー
ト
は
養
豚
業

畜
産
関
連
事
業
を
幅
広
く
展
開

高
品
質
な
堆
肥
の
製
造
で

化
学
肥
料
の
使
用
を
低
減

顧
客
の
困
り
事
に
迅
速
に
対
応

紹
介
が
紹
介
を
呼
び
安
定
受
注

坂本真吾社長

畜
舎
建
設
と
堆
肥
製
造
機
械
を
二
本
柱
に

循
環
型
社
会
の
形
成
に
貢
献

家畜の排泄物を液体と固形に分ける固液分離機「Wコンベア―」

固液分離機によって分けられた固形分に副資材を加えて
堆肥を作る自動撹拌機「ファームクリーン」

牛が自由に動き回れるスペースを持つ「フリーストール」型の牛舎の
施工例


